
次
号
は
３
月
２５
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

今回は天子田学区の２カ所

守
山
児
童
館
が
初
〝銅
メ
ダ
ル
〟

お
家
テ
ー
マ
に
市
児
童
館
交
流
カ
プ
ラ
大
会

〝美
し
い
も
の
〟を
守
山
に
残
し
て
…

小
幡
緑
地
ホ
タ
ル
の
会
が
幼
虫
放
流
会

山
田
純
平
×
熱
響
打
楽

来
月
２３
日

全
国
ツ
ア
ー
・名
古
屋
公
演

                     

                     

古
川
　
夢
結
ち
ゃ
ん

　
　
　
①
吉
根
小
②
吉
根
み
ど
り
幼

　
　
　
③
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

野
田
　
琉
之
介
く
ん

　
　
　
①
志
段
味
東
小
②
志
だ
み
幼

　
　
　
③
英
語
の
先
生

冨
田
　
心
菜
ち
ゃ
ん

　
　
　
①
廿
軒
家
小
②
第
二
富
士
幼

　
　
　
③
お
菓
子
屋
さ
ん

大
野
　
莉
子
ち
ゃ
ん

　
　
　
①
下
志
段
味
小
②
フ
ェ
ア
リ
ー

　
　
　
イ
ー
ス
ト
保

　
　
　
③
動
物
の
お
医
者
さ
ん

渡
辺
　
な
の
は
ち
ゃ
ん

　
　
　
①
鳥
羽
見
小
②
山
田
幼

　
　
　
③
大
工
さ
ん

伊
藤
　
龍
雅
く
ん

　
　
　
①
瀬
古
小
②
瀬
古
保

　
　
　
③
パ
テ
ィ
シ
エ

伊
藤
　
陽
香
ち
ゃ
ん

　
　
　
①
志
段
味
東
小
②
み
つ
る
幼

　
　
　
③
お
花
屋
さ
ん

山
中
　
未
唯
ち
ゃ
ん

　
　
　
①
志
段
味
東
小
②
し
だ
み
保

　
　
　
③
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

永
谷
　
彩
乃
ち
ゃ
ん

　
　
　
①
廿
軒
家
小
②
第
二
富
士
幼

　
　
　
③
幼
稚
園
の
先
生

野
田
　
惇
太
く
ん

　
　
　
①
大
森
北
小
②
み
つ
る
幼

　
　
　
③
ポ
ケ
モ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー

大
村
　
司
く
ん

　
　
　
①
二
城
小
②
山
下
保

　
　
　
③
お
も
ち
ゃ
を
作
る
人

林
　
　
志
帆
梨
ち
ゃ
ん

　
　
　
①
白
沢
小
②
二
城
幼

　
　
　
③
パ
テ
ィ
シ
エ

　「ピッカピカの１年生・紙面

大集合」へのご応募ありがとう

ございました。

　この紙面が良き思い出の一つ

になるよう、また楽しい小学校

生活を過ごしていただけるよう

スタッフ一同願っています。①入学する学校②卒園の幼稚園・保育園③将来は何に？

以
前
紹
介
し
た
「
双
子
の
つ
く
し
」

　
「
え
っ
�
」
と
び
っ
く
り

し
た
り
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
写
真
は
あ
り
ま

せ
ん
か
―
。
紙
上
写
真
展
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
あ
な
た
が
日

常
生
活
で
と
ら
え
た
〝
身
近

な
ス
ク
ー
プ
写
真
〟
を
引
き

続
き
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
受
け
付
け
。
郵
送
の

場
合
は
写
真
と
、
別
紙
に
①

住
所
②
氏
名
（
匿
名
希
望
の

方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
）
③
電

話
番
号
④
写
真
の
説
明
や
コ

メ
ン
ト
な
ど
を
明
記
し
て
、

〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、
松

坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
紙
上
写
真
展
」

係
へ
。

　
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「
紙
上
写
真
展
」
、
本
文

に
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー
タ

を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ

Ｋ
で
す
。
た
だ

し
、
内
容
や
画
質

に
よ
っ
て
は
掲
載

で
き
な
い
場
合
も

ご
ざ
い
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

「守山の方々にも見ていただきた
い」と山田さんが話す迫力ある舞台

関
本
会
長
（
左
）
に
柴
田
区
長
か

ら
市
長
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
た

また会おうね…ホタルの
幼虫を放流する参加者ら

思
い
が
こ
も
っ
た
作
品
と

積
み
上
げ
た
メ
ン
バ
ー
ら

　
地
元
で
披
露
―
。
和
楽
総
合

芸
術
集
団
「
山
田
純
平
×
熱
響

打
楽
」
の
全
国
ツ
ア
ー
・
名
古

屋
公
演
が
四
月
二
十
三
日

（日
）、
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会

館
＝
中
区
金
山
一
＝
ビ
レ
ッ
ジ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。
午
後

四
時
開
演
、
同
三
時
半
開
場
。

　
和
太
鼓
奏
者
の
山
田
さ
ん
は

西
城
小
、
守
山
中
の
卒
業
生
。

中
学
時
代
、
守
山
社
会
教
育

（
現
・
生
涯
学
習
）
セ
ン
タ
ー

で
の
教
室
を
き
っ
か
け
に
始

め
、
神
戸
の
プ
ロ
チ
ー
ム
「
和

太
鼓
松
村
組
」
に
十
三
年
間
在

籍
。
昨
年
、
西
尾
市
を
拠
点
に

同
集
団
を
旗
揚
げ
し
た
。

　
ま
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
鈴

木
臣
吾
さ
ん
（
和
太
鼓
・
津
軽

三
味
線
）
も
守
山
区
出
身
。
ア

マ
チ
ュ
ア
活
動
や
守
山
中
和
太

鼓
部
の
指
導
な
ど
を
経
て
、
旗

揚
げ
と
と
も
に
プ
ロ
の
道
へ
。

現
在
も
芸
を
磨
き
な
が
ら
、
大

森
の
サ
ー
ク
ル
・
守
山
太
鼓

「
鼓
悠
」
で
教
え
て
い
る
。

　
公
演
は
二
部
構
成
。
大
小
二

十
張
り
以
上
の
和
太
鼓
に
尺
八

や
箏
な
ど
が
加
わ
る
曲
を
演
奏

す
る
ほ
か
、
直
径
一
㍍
を
超
え

る
太
鼓
五
張
り
が
並
び
、
殺
陣

の
シ
ー
ン
も
あ
る
と
い
っ
た
迫

力
の
舞
台
を
披
露
す
る
。

　
前
売
り
券
（
全
席
指
定
）
は

五
千
円
。
カ
ン
フ
ェ
テ
ィ
＝
ｈ

ｔｔ
ｐ：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ．
ｃ
ｏ
ｎ
ｆ
ｅｔｔｉ―

ｗ
ｅ
ｂ．
ｃ
ｏ
ｍ
＝
で
取
り
扱
い
。

問
い
合
わ
せ
は
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

燦
―
ｓ
ｕ
ｎ
―
＝
☎
０
５
６
３

（
�
）
６
５
９
８
＝
へ
。

◇
　
　
　
　
◇

　
同
公
演
の
招
待
券
を
、
本
紙

読
者
四
組
八
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
お
近

く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
明

記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ

ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
和
太
鼓
公

演
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　
締
め
切
り
は
十
五
日
（
水
）

必
着
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
招
待
券
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
に
代
え
ま
す
。

　
地
域
福
祉
や
郷
土
芸
能
の
推

進
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
大
森

共
存
会
」
（
関
本
裕
幸
会
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
天
子
田
学
区
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
消

防
団
詰
め
所
＝
向
台
二
＝
の
土

地
を
寄
贈
。
先
月
二
十
一
日
に

守
山
区
役
所
＝
小
幡
一
＝
区
長

室
で
市
長
感
謝
状
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
た
。

　
同
会
は
、
一
九
四
八
（
昭
和

二
十
三
）
年
の
四
月
一
日
時
点

で
大
森
地
域
（
大
森
・
天
子
田

・
大
森
北
学
区
）
に
居
住
す
る

世
帯
主
や
そ
の
後
継
者
が
集
ま

り
、
自
治
団
体
と
し
て
発
足
。

五
年
に
一
度
催
さ
れ
る
「
大
森

ご
う
ま
つ
り

郷
祭
」
で
は
裏
方
を
務
め
る
な

ど
伝
統
も
支
え
て
い
る
。

　
寄
贈
し
た
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
用
地
（
二
百
六
十

七
平
方
㍍
）
と
、
消
防
団
詰
め

所
用
地
（
二
百
九
十
八
平
方

㍍
）
の
二
カ
所
。
こ
れ
ま
で
は

市
に
無
償
貸
与
し
て
い
た
。
ま

た
一
昨
年
に
は
、
大
森
北
学
区

の
両
施
設
の
土
地
も
同
様
に
贈

っ
て
い
る
。

　
贈
呈
式
に
は
関
本
会
長
を
は

じ
め
三
人
の
会
員
が
出
席
し
、

柴
田
久
司
区
長
と
小
松
祐
治
消

防
署
長
か
ら
二
枚
の
市
長
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
た
。
関
本
会
長

は
「
地
域
の
方
々
み
ん
な
が
喜

ば
し
い
よ
う
、
有
効
に
使
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
に
こ
や
か

に
話
し
て
い
た
。

　
お
城
に
住
み
た
い
―
。
児
童

館
単
位
で
競
う
「
市
児
童
館
交

流
カ
プ
ラ
（
積
み
木
）
大
会
」

が
先
月
十
二
日
、
と
だ
が
わ
こ

ど
も
ラ
ン
ド
＝
港
区
＝
で
開
か

れ
、
守
山
児
童
館
＝
小
幡
一
＝

が
三
位
に
輝
い
た
。

　
「
カ
プ
ラ
」
は
長
さ
十
二

㌢
、
幅
二
㌢
、
厚
み
一
㌢
ほ
ど

の
木
製
。
大
会
で
は
一
館
当
た

り
千
ピ
ー
ス
を
使
用
し
、
約
二

時
間
で
作
品
を
制
作
。
こ
と
し

は
十
館
が
集
ま
り
、
「
み
ん
な

う
ち

で
つ
く
ろ
う
カ
プ
ラ
の
お
家
」

の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
。

　
守
山
か
ら
は
、
同
児
童
館
を

利
用
し
て
い
る
小
学
一
―
五
年

生
の
希
望
者
五
人
が
参
加
。
保

護
者
ら
が
見
守
る
中
、
集
中
や

協
力
を
し
な
が
ら
積
み
上
げ
、

あ
ら
か
じ
め
話
し
合
っ
て
い
た

〝
お
城
に
住
み
た
い
〟
の
気
持

ち
を
形
に
し
た
。

　
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
で
発
表
を

し
た
後
、
自
分
た
ち
の
作
品
以

外
で
い
い
と
思
っ
た
も
の
を
そ

れ
ぞ
れ
が
投
票
。
第
一
回
か
ら

通
算
四
回
目
の
出
場
で
同
児
童

館
が
初
の
三
位
に
な
っ
た
。

　
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
古
島
樹

君
（
守
山
小
五
年
）
は
「
い
ろ

い
ろ
置
き
方
を
工
夫
し
た
ら
面

白
い
形
に
な
っ
て
、
思
い
通
り

の
も
の
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
っ
と
す
ご
い
作
品
を
作
っ
て

み
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
バ
イ
バ
イ
。
ま
た
ね
―
。

「
ホ
タ
ル
の
幼
虫
放
流
会
」
が

先
月
二
十
五
日
に
小
幡
緑
地
本

園
の
渓
流
広
場
で
催
さ
れ
、
チ

ラ
シ
な
ど
の
呼
び
掛
け
に
応
え

た
家
族
連
れ
ら
約
七
十
人
が
集

ま
っ
た
。

　
地
元
有
志
の
集
ま
り
「
小
幡

緑
地
ホ
タ
ル
の
会
」
（
�
田
則

男
会
長
）
が
主
催
。
同
広
場
を

流
れ
る
白
沢
川
の
清
掃
を
は
じ

め
、
同
名
・
前
身
の
会
の
活
動

を
引
き
継
ぐ
形
で
昨
年
か
ら
行

っ
て
い
る
も
の
。

　
こ
と
し
は
、
会
員
が
自
宅
ほ

か
で
育
て
た
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の

幼
虫
約
千
五
百
匹
を
用
意
。
ま

ず
「
幼
虫
は
貝
（
カ
ワ
ニ
ナ
）

を
食
べ
て
大
き
く
な
り
ま
す
」

や
「
す
ご
い
偏
食
家
で
す
」
な

ど
と
生
態
を
説
明
し
た
。

　
続
い
て
参
加
者
は
、
た
く
さ

ん
の
幼
虫
が
入
っ
た
入
れ
物
か

ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
プ
ー
ン
で

す
く
い
、
紙
コ
ッ
プ
へ
。
こ
ぼ

さ
な
い
よ
う
川
岸
ま
で
運
び
、

「
バ
イ
バ
イ
」
や
「
ま
た
ね
」

と
声
を
掛
け
な
が
ら
水
面
で
優

し
く
傾
け
た
。

　
「子
ど
も
や
孫
た
ち
の
た
め
、

美
し
い
も
の
を
守
山
に
残
し
て

い
き
た
い
」
と
�
田
会
長
。
五

月
末
に
は
成
虫
が
飛
び
始
め
、

時
期
に
合
わ
せ
た
夜
間
の
観
察

会
も
開
か
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
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